
大学 の 安 全衛 生 と 技術職員 の 役割 に つ い て

野 呂 明 美 ( 生 物 資源 学 部 共 生 環境 学科)

【は じ め に】 2 0 0 4 年 4 月 , 国 立 大学 は独 立 行 政法人 化 さ れ , そ こ で 働 く 教職 員 は 公

務 員 で は なく な っ た ｡ 公 務員 は 人 事院 の 管轄 下 に 置 か れ ｢ 人 事院 規則｣ の 適 用 を 受 け

る が
,

公 務員 で な く な る と厚 生 労働 省
,

直接 的 に は そ の 下 部 組織 で あ る 労働 基 準監 督

署 の 管 轄 下 に 置 か れ ｢ 労働 基準 法｣ ,
｢ 労働 安全 衛 生 法 ( 安衛 法) ｣ な どが 適 用 さ れ る ｡

労 働 安 全 衛 生 法 の 法 体 系 は 右 図

の よ う に な っ て お り , 労 働 基 準

法 の 下 に 労 働 安 全 衛 生 法 , そ し

て 労 働 安全 衛 生 法 の 下 に 作 業 環

境 測 定 法 , じ ん 肺 法 が 設 置 さ れ

て い る o 労 働 安 全 衛 生 法 を 実 施

す る た め の 細 則 を 決 め た 法 と し

て 労 働 安全 衛 生 法 施 行 令 , 労 働

安 全 衛 生 規 則 な ど の 法 律 が 定 め

られ て い る ｡
｢ 労働 安全 衛 生 法｣

は 労 働 者 の 安 全 と 健 康 を確 保 す

る と と も に
, 快 適 な 職 場 環 境 の

安衛法の 法体系

作業環境測定法

じん肺法

労働安全衛生法施行令

労働安全衛生規則

有機溶剤中毒予防規則

鉛中毒予防規則

四 ア ル キル 鉛中毒予防規則

特定化学物質等障害予防規則

高気圧作業安全衛 生規則

電離放射線障害防止規則

酸素欠乏症等防止規則

粉じん障害防止規則

事務所衛生基準規則

形 成 を 促 進 す る こ と を 目 的 と し

て 定 め ら れ た 労 働者 を 労働 災害 か ら 守 る た め の 法律 で あ る ｡

｢ 労 働 安全 衛 生 法｣ が ｢ 人 事院 規則｣ と 大 き く 異 な る 点 は ｢ 労 働 安 全 衛 生 法｣ に は

罰則 規 定 が 設 け られ て い る と い う こ と で あ る ｡ 昨年 4 月 以 降,
｢ 労働 安 全 衛 生 法 ｣ に 照

ら し 合 わ せ 学 内 を 整 備 し て い る が 予 算面 の 問題 も あ り 大学 に と っ て 施 設 整 備 は 大 き な

課 題 と な っ て い る ｡

ま た , 労 働安全 衛生 法 に よ り ｢ 衛 生 管理 者 に よ る 巡 視｣ , 有 害物質 を取 り 扱 う 作業場

に お け る ｢ 作 業環境測 定｣ が 事 業主 に 義務 付 け られ て い る ｡
｢ 衛 生 管理 者｣ の 人 数 は 労

働 安全 衛 生 法 で 事業 所 の 規模 ･ 業種 に 応 じ て 定 め ら れ て い る ｡
｢ 衛 生 管理 者｣ は 専任制

で あ る た め (
一

部例外 あ り) , 内 部 の 者 が ｢ 衛生 管理 者｣ の 資格 を 取 り 担 当 しな く て は

な ら な い
｡

｢ 作 業環境 測 定｣ に つ い て は 労働 安 全 衛 生 法 6 5 条 で 作業 環境 測 定が 義務 付

け られ て い る 作業 場 の 作業 環 境測 定 を 実施 し な く て は な ら な く な っ た o し か し , 作 業

環 境 測定 は 外 注 す る と 大 変 高 額 に な り 大 学 の 財 政 を圧 迫 す る ｡ そ こ で 経費 を節 約 す る

た め ｢ 自 社測 定｣ を行 う こ と が 考 え られ る が , 労働 安全 衛 生 法 6 5 条 に よ り 作 業環 境 測

定 が 義 務付 け ら れ て い る 作 業 場 の う ち , 粉 じ ん , 放射 性 物 質 , 特 定 化 学物 質 , 鉛 , 酸

素 欠 乏
, 有機 溶 剤 を 扱 う 作 業場 で は ｢ 作 業環境 測 定 士 ｣ に よ る 作業 環 境測 定 が 義務 付

け ら れ て い る ｡ 自社 測 定 を行 う に は 内 部 の 者 が ｢ 作 業環 境測 定 士 ｣ の 資格 を持 つ 必 要

が あ る ｡
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三 重 大学 で は ｢ 衛 生 管理 者｣ に つ い て は 各学 部教 職 員 の 中 か ら若 干 名 が 独 立 行 政法

人化 に間 に 合 うよ う衛 生 管理 者 の 資格 を取 得 し , 2 0 0 4 年 7 月 に衛 生 管理 者 に 選 任 さ れ

事業場内 の 巡 視 を開 始 した ｡
｢ 作業 環境測 定 士｣ に つ い て は 工 学部 技術 部機器 ･ 分析 グ

ル
ー プ の 技術職 員 が 資格 を 取得 し, 作業環 境測 定 を 開 始 し て い る .

【調 査 の 目的】 三 重大 学 で は 技 術職 員 は 工 学部 の み が 組 織化 さ れ , そ れ 以 外 の 部 局

に 所属す る 技 術職 員 は 組 織化 さ れ る こ と 無く 点在 し て い る ｡
工 学 部 で は 組織 化 さ れ る

こ と に よ り 技 術職 員 の 職 務 内容 が 明 確 に な っ た が , 組織 化 さ れ な か っ た 所 で は そ の 職

務内容 は配 属 先 に 委 ね られ 明 確 に な っ て い な い 部 分 が あ る ｡

労働 安 全 衛 生 法 で は 各事 業場 ご と に 衛 生 委 員会 を 設 置 し , 毎月 1 回 以 上 開催 す る こ

と を義務 づ け て い る ｡ 三 重大 学 で は ｢ 安 全 対 策 室｣ が 安 全 衛 生 に 関す る 事務 を行 っ て

い る ｡ 衛生 委員 会 に て ｢ 衛 生 管理 者 に よ る巡 視｣ ,

｢ 作 業環 境 測 定｣ は 付議 事 項 と し て

検 討 さ れ て い る が
,

こ の 場 で ｢ 作業 環境 測 定｣ は 工 学部 技術 部 の 仕 事 と し て 位 置づ け

られ た ｡

こ れ ら の 安全 衛 生 に 関す る 仕 事 の 役割 分担 と 技 術職 員 の 職 務 内 容 に つ い て 国 立 大学

よ り ず っ と 以 前 か ら 労働 安全 衛 生 法 の 適用 を 受 け て い る 私 立 大学 の 例 を 早 稲 田 大学 理

工 学部 の ホ
ー ム ペ ー ジ を 参 考 に , 大学 の 安 全 衛 生 と 技術 職 員 の 職 務 に つ い て 考 察す る

こ と を今 回 の 発 表 の 目 的 と した ｡

【早 稲 田 大学 理 工 学部 総合 技術 系 の 組 織 形態】 早稲 田 大学 に は 1 2 の 学部 が あ る ｡ 理

工 学部 は 1 3 の 学科 よ り 構成 され て い る ｡ 理 工 学部 の 教 員数 は ､ 教 授 ･ 助 教授 が 2 2 7 名 ,

他機 関 教授 ･

助 教授 ( 客員 含

む) が 7 1 名 , 非 常勤 講師 が 4 4 4

名 の 計 7 4 2 名 で あ る ｡ 技 術職

員数 は 約 1 0 0 名 で あ る ｡ 技 術

職 員 は 理 系 の 学 部 で あ る 理 工

学部 の 中 に 配 置 さ れ て い る ｡

右 に 早 稲 田 大 学 理 工 学 部 総

合 技術 系 の 組 織 図 を 示 す ｡ 技

術 総務 課 の 下 に 5 つ の 課 が 置

か れ て い る ｡ 技 術 総 務 課 が 総

合 技 術 系 の 窓 口 と な り , 技 術

的 な サ ポ ー ト ,
工 事 な ど に つ

い て の 相 談 の 受 付 を 行 っ て い

る ｡

総合技術系
ストラクチャ

ー

部門
サーマ ル

･ フィ
ー

ルド部門
コ ントロール 部門
プロ ダウシ ョン部門

エ ネル ギ ー

部門
コ ンピュータ部門
コ ミ ュ ニ ケーショ ン昔叩1
エ レクトロ ニ クス部門

フィジカル部門

ケミカル部門

ジオ部門
ヒ ューマ ン部門

物性計測セ ンターラボ
マイクロテクノロ ジーラボ

映像什報ラボ

【早 稲 田 大学 理 工 学 部技 術 ス タ ッ フ の 職務 内 容】 第 1 教 育 支援 課 で は 材 料 実験 室 ,

工 作 実験 室 に 技 術職 貝 は 配 置 さ れ , そ れ ぞ れ の 実験 室 の 管理 , 学 生 の 指導 を 担当 して

い る ｡ 第 2 教 育 支援 課 , 第 3 教 育 支援 課 で は そ れ ぞ れ の 部 門 の 教 育 実 験 を 実施 す る た

-
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め に 技術職 員 が 配 置 さ れ , 関連 学科 の 教 員 と 分 担 して 教育 実 験 の 指 導 , 研 究 支援 を行

っ て い る ｡

研 究 支援課 は 学 内 の 共 同 利 用 施 設 で ある , 物性 計 測 セ ン タ ー

ラ ボ ,
マ イ ク ロ テ ク ノ

ロ ジ ー

ラ ボ
,

映 像情 報 ラ ボ の 3 つ の ラ ボ で構 成 され , こ れ ら の ラ ボ で 大 型 研 究 設 備 を

集 中管理 し
, 依頼 分析 ･ 加 工

, 装 置講 習会 や 技 術相 談 な ど の 研 究教育 支援 を 行 っ て い

る ｡

情報支援 課 で は 端 末室 , 教 室 に 設 置 さ れ て い る パ ー

ソ ナ ル ･ コ ン ピ ュ
ー タ や U N I X ワ

ー ク ス テ ー シ ョ ン お よ び フ ァ イ ル サ ー バ ー

等 , 約 8 0 0 台 の コ ン ピ ュ
ー タ を管 理 し , こ

れ ら の コ ン ピ ュ
ー タ を利 用 し た 授 業や 端 末室 利 用 者 の 支 援 を担 当 して い る ｡ ま た

,
マ

ル チ メ デ ィ ア 教 育 に 対 応す る た め に , 教 室 等 の 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ ー な ど 各 種 映 像情 報

機 器等 の 機 器 の 管理 , 更 新 を行 な っ て い る ｡

【早 稲 田 大 学 理 工 学部 総合 技 術 系 に お け る 人 材 育成 と自 己 研 鎮】 下 の 表 は ホ
ー ム ペ

ー ジ に て 公 開 され て い る 早 稲 田 大学理 工 学部 の 技 術職 員 が保 有 し て い る 主 な 資 格 ･ 免

許 な ど の
一

覧 で あ る ｡ 技 術職 員 が 多 岐 に 渡 り
, 多く の 資格 ･ 免 許 を持 っ て い る の が 分

か る ｡ こ れ は 早 稲 田 大学 理 工 学部 総合 技 術系 が 人 材 育 成 を 大 切 に し , 組 織 内 で 研 修 ･

自 己 研 鋳 を盛 ん に 行 な い , 資 格取 得 な ど 自 己 研 鎮 を奨 励 して い る 所 以 で あ る ｡

● エ ックス 線作業主任者､
●ガス溶接作業主任者 ､

●衛生管理者(第1 種) ､ ●衛

生 工 学衛生管理者 ､ ●危険物取扱者(甲, 乙種) ､ ●建築物環境衛生管理技術者､

●高圧ガス作業主任者 ､
●高圧ガス製造保安責任者 ､ ●酸素欠乏危険作業主任

者( 第2 種) ､ ●放射線取扱主任者( 第1 ,2 種) ､
●防火管理者( 甲種) ､

●有機溶剤

作業主任者､
● エ ネルギ

ー

管理 員､ ●
一

般計量士
､ ●

-

般毒劇物取扱者 ､ ●環

境カウンセラ
ー < 事業者部門/市民部門>

､
●環境マ ネジメントシステ ム審査員補､

●環境計量士(濃度 ､ 騒音) ､ ●公害防止 管理者(第1
,
4 種< 水質> /第4 種 < 大気>) ､

●作業環境測定士( 第1 種) < 粉じん/有機溶剤/放射性物質>
､ ●産業廃棄物処理

施設技術管理者､ ●臭気判定士 ､ ●東京都公害防止 管理者(1 ,2 ,3 級) ､
●特定

化学物質等作業主任者 ､ ●特別管理産業廃棄物管理責任者､ ●技能士(1
,
2 級) <

普通旋盤/フライス 盤/木型他>
､ ● コ ンクリ ー ト技士 ､ ●プレス機械作業主任者 ､

●

ボイラ ー 技士( 1
,
2 級) ､ ●玉掛技能者､ ●溶接技術者( 1 級) ､ ●ア マ チ ュ ア無線技

士(第1 級) ､
●デ ー タベ ー

ス検索技術者(第2 種) ､
● エ事担任者(アナログ ･ デジ

タル総合種) ､ ●高圧電気工事技術者､ ●情報処理技術者(第1 , 2 種) ､
●電気工

事士( 第1 種) ､
●電気主任技術者( 第2 種) ､

●陸上特殊無線技士( 第1 級) ､ ●陸

上無線技術士( 第1 級) ､ ●測量士補 ､ ●教員免許高校(1
,
2 級) < 理科/ エ 業/数学

> ･ 中学( 1 級) < 理科>
､
●知的所有権管理士

【大学 の 安 全 衛 生 に つ い て】 早 稲 田 大 学 理 工 学 部 の ホ ー ム ペ ー ジ に 『本 学 部 の 大 き

な特 徴 と して , 充 実 し た施 設 ･ 装置 で 効 果的 な 実験 の 指導や 安 全 確保 の た め に , 1 0 0 名

近 い 専門 技 術 ス タ ッ フ 集 団 を擁 し て い ま す ｡
こ の よ う な 強力 な 教育 ･ 研 究 支援形 態 は

- 38 -



他大学 に は 類 を 見 ま せ ん D』 と 記

戟, 宣伝 され て い る ｡

右 図 は 早 稲 田 大 学 理 工 学 部 の

ホ ー ム ペ ー ジ か ら引 用 し た も の

で あ る ｡ こ れ に よ り 大 学 の 安 全

確 保 の 推 進 活 動 が 技 術職 員 の 重

要 な 業務 と な っ て い る こ と
,

大

学 の 安 全 衛 生 を 技 術 総 務 課 が 中

心 と な っ て 担 当 し て い る こ と が

分 か る ｡

【ま と め】 早 稲 田 大 学 理 工 学

安全な環境を作る

キャンパ ス内 , さらに は キャン パス周 辺の 住民

の健康や環境の 保護も大学にとっ て重要な課題

です｡ この ような環境整備 , 安全確保の 推進活

｢ 大久保構内安全衛生

委員会｣ のもとに

なっ て 日々 の 安全確保

を行 っ て い ます ｡

なっ て い ます ｡

早稲EZ) 大学H P よL) 引用( w w . s c L v v a s e d a . a ci p / t e c h /t m p s /fr o n t S E / s af e t y-
h t m l)

部 の 技 術 職 員 は 技 術 ス タ ッ フ と

呼 ば れ て い る ｡ 技 術職 員 の 組 織 は 国 立 大 学 法 人 と 違 い か な り 整 備 さ れ シ ス テ マ テ イ ツ

ク に 構 築 され , 欧 米 の 大 学 に 見 ら れ る よ う な 組 織 形 態 を と っ て い る ｡ そ こ で は 技 術 ス

タ ッ フ が 大 学 の 安 全 の 確 保 に
一

役 買 っ て い る o 技 術 ス タ ッ フ の 職 務 内 容 は 1) 学 生 実

験 ･ 実習 ･ 演習 の 実 軌 2) 大 型 計測 機 器 に よ る 計 測
･ 分 析 ･ 講 習 会 開 催 ,

3) キ ャ ン パ

ス 内 L A N . 映 像 装置 の 管理 に 分 か れ て お り , 職 務 内 容
･ 分 担 は 明 確 で あ る o ま た ,

技 術 ス タ ッ フ は 教 員 に 従 属 ぜ ず ｢ 一

つ の 職群｣ と し て 位 置 付 け ら れ て い る ｡ H 常 の 業

務 で は 大 型 機器 担 当 者 を 除 い て ほ と ん ど 教員 と の 関 わ り は 無 い と の こ と で あ る ;

国 立 大 学 法 人 で は 組 織 化 さ れ た と こ ろ で は 徐 々 に 教 員 か ら 離れ て 独 立 し た 業務 を 分

担 す る よ う に 進 化 し て 来 て い る , し か し
,

組 織 化 され た 部 署 で さ え リ ー ダ
ー

の 育成 な

ど ま だ 多く の 課 題 が 残 っ て い る o
ま し て や 組 織 化 さ れ て い な い 部 署 は 旧 態 依然 と し て

お り , 組 織 化 され た 部署 と 研 修 の 機 会 な ど の 面 に お い て 差 が 出 は じ め て い る ｡

大 学 の 将 来 を 展 望 す る 時 ,
三 重 大 学 の 規 模 で は 大 学 全 体 で 技 術 職 員 を 組 織 化 し , 級

織 の 中 で 職 務 内 容 の 整 備 , 人 材 育成 を 行 っ て い く べ き で あ る ｡ 地 方 大 学 で は 当 初 学 部

別 に 組 織 化 し て い た 大 学 も 改 組 し て 大 学 全 学
一

本 化 で 再 組 織 化 し 0 0 大 学技 術 部 と 変

更 し た 大学 も あ る o ま た , 学 内 の 実 験 系 の 場 所 の 安全 衛 生 は そ の 職 性 か ら も 技 術 職 貝

が 担 当 し , 責任 を持 っ て 快 適 な 職 場 & 学習 の 場 の 環 境 整 備 を 推 進 す べ き で あ る 3 大 学

の 将 来 は 優 秀 な 人 材 の 確 保 ･ 育成 が キ
ー ポ イ ン ト に な る o そ の た め に も 全 学 一 本 で 技

術職 員 を組 織化 し, 優秀 な リ ー ダ ー を 育て る 組 織 を構 築 す る こ と が 急 務 で あ る ｡

【謝 辞】 今 回 の 発 表 に 際 し , 2 0 0 0 年 と 2 0 0 2 年 に ア メ リ カ と カ ナ ダ の 州 立 大 学 を ･
2 0 0 4

年 に は 早稲 田 大 学 を 視察 ･ 調 査 さ れ た 岩 手 大 学 技 術 部農 学 部 技 術 室 吉 田 純 様 に 資

料 の 提 供 ･ 助 言 を い た だ い た ｡ こ こ に 記 し て 感 謝 の 意 を表 す ｡
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